
　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
財
政
健
全
化
に
関
す
る
指

標
の
公
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。

砂
下
水
処
理
セ
ン
タ
ー
で
は
受
変
電
設
備

更
新
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
収
益
的
収
支

は
、
３
億
５
千
366
万
円
の
黒
字
で
、
消
費

税
と
地
方
消
費
税
を
整
理
し
た
純
利
益
は

３
億
545
万
円
で
し
た
。

◆
市
立
病
院
事
業

　

急
性
期
医
療
に
対
応
し
た
高
度
な
先
端

医
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
年
度
末
に
は

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
（
電
子
カ
ル
テ
）
を

更
新
し
、
多
職
種
の
医
療
従
事
者
に
よ
る

ス
ム
ー
ズ
な
診
療
体
制
を
推
進
し
、
質
の

高
い
医
療
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
収
益
的
収
支
は
558
万
円
の
赤
字
で
、

消
費
税
と
地
方
消
費
税
を
整
理
し
た
純
損

失
は
617
万
円
で
し
た
。

◆
土
地
造
成
事
業

　

住
宅
用
地
や
工
業
用
地
の
分
譲
を
し
て

い
ま
す
。
明
野
地
区
お
よ
び
ウ
ト
ナ
イ
地

区
な
ど
を
分
譲
し
ま
し
た
。
収
益
的
収
支

は
、
22
億
２
千
539
万
円
の
黒
字
で
し
た
。

◆
公
設
地
方
卸
売
市
場

　

市
民
に
安
全
・
安
心
な
生
鮮
食
料
品
な

ど
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
卸
売
市
場
を

ど
が
減
少
し
た
も
の
の
、

国
の
経
済
対
策
な
ど
に
よ

り
国
庫
支
出
金
が
８
億
７

千
868
万
円
（
6.4
％
）
、
ま

た
使
用
料
及
び
手
数
料
が

３
億
１
千
103
万
円
（
15
・

０
％
）
増
と
な
っ
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
ま
す
。

　

歳
出
の
う
ち
、
臨
時
事

業
費
は
総
額
192
億
６
千
782

万
円
で
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
に
必
要
な
事
業
で
あ

る
道
路
・
公
園
の
建
設
・

改
修
を
は
じ
め
、
若
草
町

市
営
住
宅
建
設
や
学
校
改

修
事
業
、
緊
急
雇
用
創
出

事
業
な
ど
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
毎
年
度
経
常

的
に
か
か
る
経
費
に
つ
い

て
は
、
景
気
低
迷
に
よ
り

扶
助
費
が
増
加
し
ま
し
た
。

会計名 収　入 支　出 差　引

水道事業
収益的 29億7,214万円 24億7,017万円 5億0,197万円
資本的 10億8,381万円 24億4,402万円 ▲13億6,021万円

下 水 道
事 業

収益的 36億5,698万円 33億0,332万円 3億5,366万円
資本的 24億2,707万円 42億0,115万円 ▲17億7,408万円

市立病院
事 業

収益的 95億0,632万円 95億1,190万円 ▲558万円
資本的 12億7,501万円 14億5,839万円 ▲1億8,338万円

土地造成
事 業

収益的 23億7,706万円 1億5,167万円 22億2,539万円
資本的 17万円 2,033万円 ▲2,016万円

公設地方卸
売市場事業

収益的 1億4,783万円 1億3,115万円 1,668万円
資本的 1,730万円 4,090万円 ▲2,360万円

計
収益的 186億6,033万円 155億6,821万円 30億9,212万円
資本的 48億0,336万円 81億6,479万円 ▲33億6,143万円

主 

な 

内 

容

⇦ 

次
ペ
ー
ジ
へ 

⇦

市税負担額

使われた経費

155,281円（68円増加）

420,147円（29,493円減少）

市民一人当たりの決算額

●扶助費【福祉の充実に】
　113,987円（2,851円増加）

●人件費【職員の給与などに】
　47,099円（2,637円減少）

●公債費【借入金の返済に】
　44,800円（3,909円減少）

●投資的経費【施設建設などに】
　45,814円（6,634円増加）

※金額は一般会計の決算額を平成26年
３月31日現在人口173,884人で割った
もの。（　）は対前年比

（単位：％）

開
設
し
て
い
ま
す
。
水
産
物
部
で
、
将
来

的
な
冷
凍
品
の
需
要
供
給
に
対
応
す
る
た

め
、
冷
凍
倉
庫
の
供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

収
益
的
収
支
は
１
千
668
万
円
の
黒
字
で
、

消
費
税
と
地
方
消
費
税
を
整
理
し
た
純
利

益
は
１
千
638
万
円
で
し
た
。

企業会計決算一覧

財
政
健
全
化
比
率
お
よ
び
資
金
不
足
比
率

平成25年度決算状況特集

広報とまこまい　平成26(2014)年・12月 5

総務費 3.2％
23億2,560万円

環境衛生費 4.0％
29億2,887万円

民生費 30.4％
222億3,459万円

商工費 3.7％
27億910万円

諸支出金 18.6％
136億205万円

土木費 8.7％
63億3,015万円

教育費 6.7％ 
48億7,837万円

公債費 10.7％
77億8,995万円 職員費 12.4％　90億4,382万円

議会費、労働費、農水産業費、
消防費 1.6％　12億1,431万円

730億
5,681万円

歳出

財政健全化比率 苫小牧
市指標

早　期
健全化
基　準

実質赤字比率
標準財政規模に対する、
一般会計などの実質赤字
額の比率

- 11.48

連結実質赤字比率
標準財政規模に対する、
全ての会計の赤字や黒字
を合算した「赤字」の比率

- 16.48

実質公債費比率
公債費（地方債の元金およ
び利子の支払いに要する経
費）および公債費に準じた
経費の比重を示す比率

9.1 25.0

将来負担比率
地方債残高ほか一般会計
などが将来負担すべき実
質的な負債を捉えた比率

91.4 350.0

資金不足比率 苫小牧
市指標

経　営
健全化
基　準

公営企業ごとの営業収益
に対する資金不足の比率

水道事業会計 －

20.0
下水道事業会計 －
市立病院事業会計 －
土地造成事業会計 －
公設地方卸売市場事業会計 －


